
４ 指導法改善のポイント

年 度 平成２８年度 平成２７年度

種 別 国語Ａ 国語Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ

平均 県 10.8問／15問 5.7問／10問 9.6問／14問 5.9問／９問

正答数 全国 10.9問／15問 5.8問／10問 9.8問／14問 5.9問／９問

平均 県 ７２％ ５７％ ６８．４％ ６５．８％

正答率 全国 ７３％ ５８％ ７０．０％ ６５．４％

○ 成果２〈Ｂ問題〉 設問番号 ３ 三

【設問の概要】 ○ 目的に応じて複数の資料の中から必要な情報を読み
「パン職人」の仕事について 取ることができている。
【特に心に残ったこと】中の ○ 分かったことを整理し，それらを関係付けながらま
小見出し「喜び」に合う内容 とめて書くことができている。
を【資料２】から取り上げて ○ 国語Ａ・Ｂともに無解答が全国よりも少なく，国語
書く。 Ｂの記述式の問題は，４問中３問が全国の平均正答率

を上回るなど，国語の学習に積極的な姿勢がうかがえ
【平均正答率（％）】 る。また，日々の指導で，自分の考えをまとめて書く

本県 全国 差 ことを位置付けた授業が展開されている様子がうかが３ 三
５４ ５３ ＋１ える。

○ 成果１〈Ａ問題〉 目的に応じて，図と表とを関係付けて読むこと

○ 成果２〈Ｂ問題〉 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にし

ながら読むこと

▲ 課題１〈Ａ問題〉 登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉えること

▲ 課題２〈Ａ問題〉 平仮名をローマ字で書いたり，ローマ字を正しく読んだりすること

▲ 課題３〈Ｂ問題〉 グラフを基に，分かったことを的確に書くこと

▲ 課題４〈Ｂ問題〉 活動報告文において，課題を取り上げた効果を捉えること

国 語【小学校第６学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要例



▲課題１〈Ａ問題〉 設問番号 ６

〈本県の誤答傾向〉
【設問の概要】 正答 選 択 肢 類型（％）
文章を読んで，登場人物の人物像 １ と解答しているもの ２２

を説明する根拠となる適切な表現を ２ と解答しているもの ６
選択する。 ◎ ３ と解答しているもの ６１

４ と解答しているもの ９
【平均正答率（％）】 上記以外の解答 ０

本県 全国 差 無解答 １
６

６１ ６４ -３ （類型は小数第１位を四捨五入したため，類型の
合計が100にならないこともある）

【大森さんの考え】の中に描かれているおばあさんは，納得がいくまで編み物の模様を
工夫し，集中している姿を捉えているものである。
○ 誤答１を選択した児童･･･「よれよれ」という表現から納得いかないと捉えたり，「毛
糸がよれよれになっていたので」の「ので」の部分だけで根拠を表す表現と捉えたり
したのではないか。

○ 誤答４を選択した児童･･･ちょうちょをそっと払いのけるおばあさんの優しさを人物
像として捉えているが，設問中に示されたおばあさんの人物像とは異なることに気付
いていないのではないか。

【改善点】 物語文の指導において，広がりのある読みを大切にするとともに根拠とな
る叙述の確かさに気付かせる指導も重視する。

指導例：「モチモチの木」（３年）における臆病な豆太と，勇敢な豆太の姿を文章中の
叙述から捉える。

【
選
択
肢
】

１

毛
糸
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よ
れ
よ
れ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
湯
気
に
当
て
て
、･

･
･

２

大
き
な
黒
い
ち
ょ
う
ち
ょ
が
、
窓
か
ら
は
い
っ
て
き
ま
し
た
。

３

お
ば
あ
さ
ん
は
、
ち
ょ
う
ち
ょ
が
は
い
っ
て
き
た
こ
と
も
、
ま
る

で
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

４

そ
っ
と
手
で
、
ち
ょ
う
ち
ょ
を
は
ら
い
の
け
ま
し
た
。

（
本
文
か
ら
選
択
肢
の
部
分
の
み
抜
き
出
し
）

課題が見られた問題の概要（Ａ問題）

問題点とその改善点（Ａ問題）

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント（Ａ問題）



▲課題２〈Ａ問題〉 設問番号 ８

【設問の概要】
ローマ字を書いたり読んだりする。

【平均正答率（％）】
本県 全国 差

１ ５２ ５３ -１
８ ２ ４１ ４２ -１

３ ５０ ５１ -１

無解答率（％）
本県 全国

１ １１ １２
８ ２ １１ １４

３ １９ ２０

平仮名をローマ字で書いたり，ローマ字を読んだりする問題である。平成21年度の同
調査において，清音に比べて，濁音で表記されたものをローマ字で書くこと，促音を含
んだローマ字で表記されたものを正しく読むことに課題が見られたことを踏まえて出題
された。
本問題では，無解答の児童の多さが大変気になる。「１」，「２」については１割の児童

が，「３」については２割の児童が無解答であった。誤答，無解答について，アルファベ
ットが定着していないことによるものか，表記上のきまりを理解していないことによる
ものか，各学校において分析が必要である。

【改善点】
ローマ字指導については３年生で４～８時間程度の取扱いになっており，国語科の教

科指導だけでは，なかなか定着してしないことが考えられる。
そこで，以下の点に注意しながら，該当学年のみならず，学校全体で指導を繰り返し

ていくことが必要である。
○ 総合的な学習の時間等でコンピュータを用いた学習を行う際に，キーボード入力の
仕方については，３年国語「コンピュータのローマ字入力」で学習していることから，
平仮名入力のみならずローマ字入力も意識して指導する。
※ ローマ字表記の仕方とローマ字入力の仕方の一部に違いがあることに留意する必
要がある。（長音や撥音等）

コラム① 根気強く工夫した文字指導や語彙指導を！

漢字指導やローマ字指導，文字に関する指導や語彙を広げる指導って，
授業中の指導だけではなかなか定着できないですよね。でも，鹿児島の子
供たちの漢字の読み書きの力って，結構高いんです。先生方の毎日の取組
の結果です。そこで，ローマ字指導や語彙を広げる指導についても，今後，
他教科等の学習や読書活動との関連を図ったり，繰り返し使う機会や家庭
学習の中に位置付けたりする工夫も必要です。

（ｒｉｎｇｏ）

（ａｓａｔｔｅ）

（ひゃく）

問題点とその改善点（Ａ問題）



▲課題３〈Ｂ問題〉 設問番号 ２ 一

【設問の概要】 【平均正答率（％）】
グラフを基に書いた内容として適 本県 全国 差

切なものを選択する。 ２ 一 ４３ ４３ ０

〈 本県の誤答傾向 〉
正答 選 択 肢 類型（％） 本問題の正答率は43％であり，半数以

１ と解答しているもの ２９ 上の児童は比較するグラフを正確に読み
２ と解答しているもの １８ 取り，表現することができなかった。グ

◎ ３ と解答しているもの ４３ ラフの読み取りについては，社会科や算
４ と解答しているもの ９ 数科，理科など他教科での指導と関連付
上記以外の解答 ０ けながら，正確な読み方を身に付けさせ
無解答 １ る必要がある。

【改善点】
国語科として，読み取ったグラフを正確に表現できるかどうか検証する必要がある。

例えば，選択肢１から４の中に比較を表す表現（下回り，より減り，より増え，上回り）
や違いを表す表現（程度，以下，をこえる）があるが，その言葉の意味の違いはしっか
りと認識できているか確認してほしい。
本年度の中学校数学Ａに「不等式 ａ＞５」を言葉で表す問題があったが，本県では１

割を超える生徒が「ａは５以上である。」を選択しており，「以上」と「より大きい」と
いう表現の違いを正確に認識していないことも考えられる。（「＞」と「≧」の不等号の
記号の混同も考えられるので，算数・数学科での指導や中学校との連携の中で確認が必
要である。）

一

高
野
さ
ん
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、
「
１

成
果
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に
つ
い
て
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１
〉
を
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て
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こ
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入
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１

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

２

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

３

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
ま
し
た
。

４

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

（
波
線
は
県
教
委
が
付
記
）

問題点とその改善点（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要（Ｂ問題）

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント（Ｂ問題）



▲課題４〈Ｂ問題〉 設問番号 ２ 三

【設問の概要】
活動報告文で課題を取り上げた効果として適切な

ものを選択する。

【平均正答率（％）】
本県 全国 差

２ 三 ５１ ５８ -７

〈本県の誤答傾向〉
正答 選 択 肢 類型（％）
◎ １ と解答しているもの ５１

２ と解答しているもの １５
３ と解答しているもの ９
４ と解答しているもの ２１
上記以外の解答 ０
無解答 ５

誤答２，４を選択した児童は，筆者が「まとめ」の文
章を通して伝えたいことや，構成の工夫に気付くことが
できず，「１ 成果」だけに注目しているのではないか。
また，各段落の要旨を捉えて，筆者の意図を把握する

必要がある。本県の小学校，中学校ともに要旨・要約の
力については課題が継続している。

【改善点】
○ 説明的な文章指導の中で，要旨，要約の指導につい
ての充実を図る。

○ 話し手や書き手の目的や意図により，文章構成の工
夫がなされることを理解させ，実際に工夫した表現で
書かせることが大事である。

問題点とその改善点（Ｂ問題）




